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WV5 す こども ま すく そのうち じぶん 

畫を 好かぬ 小 供 は先づ 少ない として 其 中に も 自分 は 

こども とき なに ゑ す を かもと ぼう 

小 供の 時、 何よりも 畫が 好きであった。 (と 岡 本 某が 

語り だした)。 

す もの じ やうず じぶん た がく ゝゎ うち ゑ 

好き こそ 物の 上手と やらで、 自分 も 他の 學 課の 中畫 

どうき ふせい うち じぶん およ ゑ すうがく 

では 同級生の 中 自分に 及ぶ ものがない。 畫 と數學 とな 

は Y か たれ こ じぶん お ほい とくい 

ら、 憚りながら 誰でも 來 いなんて、 自分 も大に 得意 

がって 居た ので ある。 しかし 得意と いふ こと は 多少 

き やう さう い み じぶん ゑ す まった てんせい 

競爭を 意味す る。 自分の 畫の 好きな こと は 全く 天性 

よ じぶん ひと リ お ゑ か 

といっても 可から う、 自分 を獨で 置けば 畫 ばかり 書 

いて 居た もの だ。 

ひとり ゑ か ゐ しごく おとな きこ 

獨 で畫を 書いて 居る とい へば 至極 温 頃し く 聞え る 



そのく せ じぶん わんぱく もの どうき ふせい うち 

が、 其 癖 自分 ほど 腕白 者 は 同級生の 中 にないば かり か、 

かう ちゃう も あま しば/ \ たいかう もつ おど ぜんかう 

校長 が 持て 餘 して 數々 退校 を 以て 嚇 したので も 全校 

第 一 とい ふこと が 分る。 

ぜんかうたい わんぱく 

全校 第 〔# ルビの 「たい」 に 「ママ」 の 注記〕 一 腕白で 

すうがく てんせい す ゑ ぜんかう だい 

も數學 でも。 しかるに 天性 好きな 畫 では 全校 第一 の 

めいよ しむら せう ねん うば ゐ せう ねん 

名 譽を志 村と いふ 少年に 奪 はれて 居た。 この 少年 は 

すうがく もちろん そのた がくりょく ぜんかう せいとち ゆう だい リぅ い か 

數學は 勿論、 其 他の 學カ も 全校 生徒 中、 第一 一流 以下で 

W?J てんさい いた まった なら 

あるが、 畫の 天才に 至って は 全 く 並ぶ ものがない ので、 

ゎづか るゐま い もの じぶん にん そのた 

僅 に壘を 摩さう かと も 言 はれる 者 は 自分 一 人、 其 他 

こと <, しむら てんさい あが たてまつ ゐ 

は 悉 く 志 村の 天才 を 崇め 奉 つて 居る ばかりで あつ 

じぶん しむら すう は い いま み 

た。 ところが 自分 は 志 村 を崇拜 しない、 今に 見ろ とい 



さい、 うとう せいせき う ところ けう ゐん じぶん かう まん しゃく 

最 優等の 成績 を 得る 處 から 教員 は 自分の 高慢が 癩 に 

さは せいと じぶん あっせい しゃく さは じぶん 

觸リ、 生徒 は 自分の 壓 制が 癩 に觸 り、 自分に はどうし 

にんき うす みんな こ S ろ もち WJ{ 

て も 人氣が 薄い。 そこで 衆人の 心 持 は、 せめて 畫で 

しむら だ い を かもと はなばしら くだ 

なりと 志 村 を 第一と して、 岡 本の 鼻柱 を 挫いて やれ 

つ もリ じぶん このせ うそく かい ゐ 

とい ふ 積であった。 自分 はよ く此 消息 を 解して 居た。 

しんちゅう ふへい しむら ゑ かなら 

そして 心中 ひそかに 不平で ならぬ の は 志 村の 畫 必ず 

よ でき ゐ とき かう ちゃう みんな 

しも 能く 出来て 居ない 時で も 校長 を はじめ 衆人が こ 

げきし やう じぶん ゑ たし じ やうで き 

れを 激賞し、 自分の 畫は 確かに 上出来で あっても、 さ 

ほ くて こども 

まで 賞め て 呉れ手の ない ことで ある。 少年ながら も 

じぶん にんき にく ゐ 

自分 は人氣 とい ふ もの を 悪んで 居た。 

あるひ がく かう せいと せいさく ぶつ てんらん くわい ひら その 

或日學 校で 生徒の 製作 物の 展覽會 が 開かれた。 其 



しゅっぴん おも しふ じ づぐゎ 

出品 は 重に 習字、 ※畫 〔# 「圖」 の 「回」 に 代えて 「面 

ぢ よし したてもの とう 

から 一 、 二 画 目 をと つた もの」、 466-2、 女子 は 仕立物 等で 

せいと ふけいし まいあさ おし と 

生徒の 父兄 姉妹 は 朝から ぞ ろ/ \ と 押 かける。 取り ど 

ひやう ばん せ い さくぶ つ だ せいとき き み 

りの 評判。 製作 物 を 出した 生徒 は 氣が氣 でない、 皆 

てんらん しつ で は ひ ゐ じぶん 

な そ は/ \ して 展覧 室 を 出たり 入ったり して 居る 自分 

この てんらん くわい しゅっぴん つも ゑが み まい お ほ うま 

も此 展覽會 に 出品 する 積り で畫紙 一 枚に 大きく 馬の 

あたま か うま かほ はす み ところ むろん せう ねん て 

頭 を 書いた。 馬の 顏を斜 に 見た 處で、 無論 少年の 手 

あま ぐ わだい じぶん この きょ よつ ぜひ 

に は 餘る畫 題で あるの を、 自分 は 此ー擧 に 由て 是非 

しむら うちかた い きご み しゃう けんめい がく かう 

志 村に 打 勝う とい ふ 意氣込 だから 一 生 懸命、 學校か 

たく かへ しつ こも か てほん もと 

ら 宅に 歸 ると 一 室に 籠って 書く、 手本 を 本に して 

なまいき じつぶつ しゃせい こ、 ろ さい は じぶん たく 

生意氣 にも 實 物の 寫生を 試み、 幸 ひ 自分の 宅から 一 



+TI な く + y た け なか 

丁 〔# ルビ 抜け は ママ〕 ばかり 離れた 桑園 の 中に 

しゃくば や いくたび そ こ うまや かよ 

借 馬屋が あるので、 幾度と なく 其處の 廐に 通った。 

リん くわく いんえい い うんぴつ じぶん たしか 

輪廓と いひ、 陰影と 云 ひ、 運筆と いひ、 自分 は 確に 

じぶん か もちろん しむら か 

これまで 自分の 書いた もの は 勿論、 志 村が 書いた も 

うち くら でき じしん 

の、 中で これに 比ぶべき 出來 はない と 自信して、 これ 

かなら しむら か ふこうへい けう ゐん せいと 

ならば 必ず 志 村に 勝つ、 いかに 不公平な 教員 や 生徒 

こんど じぶん じつりょく あつたう 

でも、 今度 こそ 自分の 實 力に 壓 倒さる、 だら うと、 

だいしょうり よき しゅっぴん 

大勝 利を豫 期して 出品 した。 

しゅっぴん せいさく みん じたく か なに ぴと たれ 

出品の 製作 は 皆な 自宅で 書く の だから、 何人も 誰 

なに か し またたが ひ ひみつ ゐ こと 

が 何 を 書く のか 知らない、 又 互に 祕密 にして 居た 殊 

しむら じぶん たが ひ ぐ わだい もっと ひみつ し 

に 志 村と 自分 は 互 の 畫題を 最 も祕密 にして 知ら さな 



ゐ じぶん うま か 

いやう にして 居た。 であるから 自分 は 馬 を 書きながら 

しむら なに か ゐ とひ つね いだ ゐ 

も 志 村 は 何 を 書 いて 居る かと い ふ 問 を 常に 懷 い て 居た 

ので ある。 

てんらん くわい たう じつ おそ ぜんかう すうひゃく せいとち ゆう もっと 

さて 展覽會 の當 日、 恐らく 全校 數百 の 生徒 中 尤 

むね とゾろ てんらん しつ い もの じぶん 

も 胸 を 轟かして、 展覽 室に 入った 者 は 自分で あらう。 

※畫室 〔# 「圖」 の 「回」 に 代えて 「面から 一 、 二 画 目 をと つ 

すで せいとお よ せいと ふけいし まい いっぱい 

たもの」、 467-£ は 既に 生徒 及び 生徒の 父兄 姉妹で 充滿 

ゐ まいたい ぐ わ け ふ い は ゆ たいさく 

になって 居る。 そして 二 枚の 大畫 (今日の 所謂る 大作) 

なら か、 まへ もっと けんぶ つ にん たか ゐ 

が 並べ て 掲げて ある 前 は 最 も 見物人が 集って 居る 二 

まい たいぐ わ い しむら さく じぶん さく 

枚 の 大畫 は 言 はずと も 志 村の 作と 自分 の 作。 

けん じぶん ま あらぎも ぬ しむら 

一 見 自分 は 先づ荒 膽を拔 かれて しまった。 志 村の 



ぐ わだい せう ざう しか 

畫題は コロン ブスの 肖像な らんと は！ 而も チヨ ー ク 

か ぐわん らいがく かう えんぴつぐ わ 

で 書いて ある。 元來學 校で は 鉛筆 畫 ばかりで、 チヨ— 

ぐ わ をし じぶん か おも 

ク 畫は教 へない。 自分 も チヨ ー クで畫 くな ど 思 ひもつ 

ゑ よしあし と かく ま この じ 

かんこと であるから、 畫の善 惡は兔 も 角、 先づ此 一事 

じぶん おどろ う へ うま あたま 

で 自分 は 驚いて しまった。 その上 ならず、 馬の 頭と 

しぜん めん お ほ だう/ \ せう ざう けん 

髭 髯面を 被 ふ 堂々 たる コロン ブスの 肖像と は、 一見 ま 

くら もの か えんぴつ いろ 

るで 比べ 者に ならん ので ある。 且つ 鉛筆の 色 は どんな 

に 巧みに 書いても 到底 チヨ ー ク のおに は 及ばな い。 

ぐ わだい しきさい じぶん えう せう ねん か 

畫 題と いひ 色彩と いひ、 自分の は 要するに 少年が 書い 

ぐ わ しむら ほんもの ぎじゅつ かう せ つ と ところ 

た畫、 志 村の は 本物で ある。 技術の 巧拙 は 問 ふ處で 

か、 もつ しゅうじん てんらん きょう せいさく 

ない、 掲げて 以て 衆人の 展覧に 供すべき 製作と して 



がまん づょ じぶん じぶん はう い い 

は、 いかに 我慢 強い 自分 も 自分の 方が 佳い と は 言へ な 

しむら すうはい れんちゅう み 

かった。 さなき だに 志 村 崇拝の 連中 は、 これ を 見て 

くわん こ ゐ うまい どう 

歡 呼して 居る。 『馬 も 佳い が コロン ブス は 如何 だ！』 

こ ゑ あっち こっち 

などい ふ聲 が彼處 でも 此處 でもす る。 

じぶん がく かう もん はし で うち か へ 

自分 は學 校の 門 を 走り出た。 そして 家に は歸ら ず、 

す たんぼ で と おも なみだと 

直ぐ 田甫へ 出た。 止め やうと 思 ふても 涙が 止まらな 

くやし なさ ぜんごむ ちゅう か は きし 

い。 ロ惜 いやら 情けない やら、 前後 夢中で 川の 岸まで 

はし か はら くさ うち ぶ つた ふ 

走って、 川原の 草の 中に 打倒れ てし まった。 

あし お ほご ゑ あな あ 

足 をば たく やって 大聲を 上げて 泣いて、 それで 飽 

た おきあが そ こ いし ひろ 

き 足らず 起 上って 其 處らの 石 を 拾 ひ、 四方八方 〔#ル 

ビ 抜け は ママ u に 投げ付けて 居た。 



あば ゐ じぶん き や ついつ ま 

かう 暴れて 居る うちに も 自分 は、 彼奴 何時の 間に チ 

ぐ わ なら だ れ き や つ をし そ 

ョ ー ク畫を 習ったら う、 何人が 彼奴に 教 へたら うと 其 

おも っゾ 

れ ばかり 思ひ續 けた。 

な あば いくら むね とも しだい 

泣いた のと 暴れた ので 幾 干 か 胸が すくと 共に、 次第 

つか き そこね じぶん 

に 疲れて 來 たので、 いっか 其處に 臥て しま ひ、 自分 は 

さう （， お ほぞら みあ ゐ か はせ おと そう/......' 

蒼々 たる 大空 を 見上げて 居る と、 川瀬の 音が 淙々 とし 

きこ わかくさ な く かぜ え はる か 

て 聞え る。 若草 を薙 いで 來る 風が、 得なら ぬ 春の 香 を 

おく かほ かす い こ、 ろ もち じぶん しばら 

送って 面 を 掠める。 佳い 心 持に なって、 自分 は 暫時 

ゐ とつぜん じぶん 

くぢ つと して 居た が、 突然、 さう だ 自分 も チヨ ー クで 

畫 いて 見やう、 さう だとい ふ 一 念に 打 たれた ので、 

その ま-.' と お いそ うち か ち...' ゆるし え す 

其 儘 飛び起き 急いで 宅に 歸 へり、 父の 許 を 得て、 直ぐ 



か とゝの ぐ わばん ひつ さ す また そと と だ 

チヨ ー クを買 ひ 整 へ 畫板を 提げ 直ぐ 又 外に 飛び出し 

た。 

とき じぶん も な 

この 時まで 自分 は チヨ ー クを 持った ことが 無い。 ど 

ふう か まるで ふあんない 

うい ふ a に 書く もの やら 全然 不案内で あつたが チヨ ー 

か ゑみ たび C 

クで 書いた 畫を 見た こと は 度々 ぁリ、 た > これまで 

じぶん か たうて いま じぶん ちから およ 

自分で 書かな いのは 到底 未だ 自分 どもの 力 に 及ばぬ 

ゐ しむら くら か 

ものと あきらめて 居た からな ので、 志 村が あの 位ゐ書 

じぶん いくら でき おも 

けるなら 自分 も 幾 干 か出来る だら うと 思った ので ある _ 

ふた S さき かはゾ た で ま じぶん おも 

再び 先の 川邊へ 出た。 そして 先づ 自分の 思 ひつい 

ぐ わだい みづ ぐる ま みづ ぐる ま そのい ぜん えんぴつ か 

た 畫題は 水車、 この 水車 は 其 以前 鉛筆で 書いた こと 

て はじ いま ど しゃせい 

が あるので、 チヨ ー クの 手始めに 今一度 これ を寫 生し 



き やつ き ゐ き やつ じぶん 

おやく、 彼奴が 來て 居る、 どうして 彼奴 は 自分の 

さきさき ま い やつ お ほい 

先へ 先へ と 廻 はる だら う、 忌まく しい 奴 だと 大に 

しゃく さは ひき か な いや 

癩に觸 つたが、 さりと て 引返へ すの は 猶ほ慊 だし、 

ど う く その ま、 つ...' た しむら はう み ゐ 

如何して 呉れ やうと、 其 儘 突立って 志 村の 方 を 見て 居 

た。 

かれ ねっしん か ゐ くさ うへ こし うへ で その 

彼 は 熱心に 書いて 居る 草の 上に 腰から 上が 出て、 其 

た ひさぐ わばん よりか か はやぎ かげ 

立てた 膝に 畫 板が 寄 掛けて ある、 そして 川柳の 影が 

うしろ かれ ぜんしん お ほ そのし ろ かほ あた リ かたさき 

後から 彼の 全身 を 被 ひ、 た > 其 白い 顔の 邊 から 肩先 

やなぎ も うす ひかり お だ や お ゐ 

へ かけて 楊 を 洩れた 薄い 光が 穩 かに 落ちて 居る。 

おもし き や つ うつ じぶん その まゝ 

これ は 面白ろ い、 彼奴 を寫 してやら うと、 自分 は 其 儘 

そ こ こし おろ しむら その ひと しゃせい と 

其 處に腰 を 下して、 志 村 其 人の 寫 生に 取り かゝ つた。 



かんしん ぐ わばん むか もはや しむら 

それで も 感心な ことに は、 畫 板に 向う と 最早 志 村 も い 

やつ おも こゝろ き か はう まった こ 、ろ 

ま/^ しい 奴な ど 思 ふ 心 は 消えて 書く 方に 全 く 心 

を 奪ら れて しまった。 

かれ かしら あ みづ ぐる ま み また ゑばん むか 

彼 は 頭 を 上げて は 水車 を 見、 又畫 板に 向 ふ、 そし 

を さ ゆく わ い びせ う ほ 、 うか ゐ かれ 

て 折りく 左 も 愉快ら しい 微笑 を頰に 浮べ て 居た 彼が 

びせ う ごと じぶん われし びせ う え 

微笑す る 毎に、 自分 も 我知らず 微笑せ ざる を 得な かつ 

た。 

うち しむら とつぜんた あ その ひやう し 

さう する 中に、 志 村 は 突然 起ち 上がって、 其 拍子に 

じぶん はう む なん い がた にう わ かほ 

自分の 方 を 向いた、 そして 何にも 言 ひ 難き 柔和な 顏を 

わら じぶん おも わら 

して、 にっこりと 笑った。 自分 も 思 はず 笑った。 

きみな にか ゐ き 

『君 は 何 を 書いて 居る の だ、』 と 聞く から、 



きみ しゃせい ゐ 

『君 を寫 生して 居た の だ。』 

ぼく もはや みづ ぐる ま か 

『僕 は 最早 水車 を 書いて しまったよ。』 

ぼく ま でき 

『さう か、 僕 は 未だ 出来ない の だ。』 

い しむら その ま、 ふた，' こし お 

『さう か、』 と 言って 志 村 は 其 儘 再び 腰を下ろし、 も 

との 姿勢に なって、 

か たま ぼく その ま なほ 

『書き 給へ、 僕 は 其 間に これ を 直す から。』 

自分 は畫き 初めた が、 畫 いて 居る うち、 彼 を 忌ま C 

おも こ、 ろ まった き かへ つ かれ 

しいと 思った 心 は 全く 消えて しま ひ、 却て 彼が 

か あい き その か を は 

可愛くな つて 來た。 其う ちに 書き終つ たので、 

でき でき さけ しむら じぶん そばき た 

『出来た、 出来た！』 と 叫ぶ と、 志 村 は 自分の 傍に 來 



きみ か 

『を や 君 は チヨ ー クで 書いた ね。』 

はじ まるで ゑ きみ ぐ わ だれ 

『初めて だから 全然 畫 にならん、 君 は チヨ ー ク畫を 誰 

に 習った。』 

せんだって とうき やう かへ き おくの なら しか 

『そら 先達 東京から 歸 つて 來た奧 野さん に 習った 然 

ま なら なん か 

し 未だ 習 ひたて だから 何にも 書け ない。』 

よ でき ゐ ぼく おどろ 

『コロン ブス は 佳く 出来て 居た ね、 僕 は 驚い ちゃ ッ 

た。』 

ふたり つれだ がく かう い このい ご じぶん 

それから 二人 は 連立って 學 校へ 行った。 此 以後 自分 

しむら まった なか よ じぶん こ. -ろ しむら 

と 志 村 は 全 く 仲が 善くな り、 自分 は 心 から 志 村の 

てんさい ふく しむら ぐわん らい おとな せう ねん 

天才に 服し、 志 村 もまた 元来が 温順し い 少年で ある 

じぶん またな ほう いう した く 

から、 自分 を 又 無き 朋友と して 親しんで 呉れた。 二人 



ゑばん たづ さ の やま しゃせ い ある 

〔# ルビ 抜け は ママ〕 で 畫板を 携へ野 山を寫 生して 歩い 

い くど し 

たこと も 幾度 か 知れない。 

ま じぶん しむら ちゅうがく かう い 

間もなく 自分 も 志 村 も 中學校 に 入る こと、 なり、 

, J き やう そんらく はな けん ちゅうわう ぼう まち きりう 

故郷の 村落 を 離れて、 縣の 中央なる 某 町に 寄留す る 

ちゅうがく い 

こと、 なった。 中學に 入っても 二人 〔# ルビ 抜け は マ 

ゑ か なに たのしみ いぜん おな 

マ〕 は畫を 書く こと を 何よりの 樂 にして、 以前と 同 

あ ひと もな しゃせい でか ゐ 

じく 相伴 ふて 寫 生に 出掛けて 居た。 

このぼう まち わが そんらく り も しゃ だう 

此某 町から 我 村落まで 七 里、 若し 車道 を ゆけば 十三 

リ お ほ まはリ われ/、 ちゅうがく かう きしゅくしゃ 

里 の 大迂廻 になる ので 我々 は 中學校 の 寄宿舎 か ら 

そんらく かへ とき けつ くるま の なつ ふゆ ていきき うげ ふ 

村落に 歸る 時、 決して 車 に乘ら ず、 夏と 冬の 定期 休業 

ごと かなら この り みち わら ぢ ある 

毎に 必ず、 此七 里の 途を 草鞋が けで 歩いた ものである。 



り みち やま さか たに けいりう 

七 里の 途 はた、 > '山ば かり、 坂 あり、 谷 あり、 溪流ぁ 

ふち たき そんらく じどう はやし 

り、 淵 あり、 瀧 あり、 村落 あり、 兒童 あり、 林 あり、 

もり きしゅくしゃ もん あさ はや で ひ くれう ち つ 

森 あり、 寄宿舎の 門 を 朝早く 出て 日の 暮に 家に 着く ま 

あ ひだ じぶん これら かたち いろ ひかり おもむ ど う 

での 間、 自分 は此 等の 形、 色、 光、 趣き を 如何い 

ふ 風に 畫 いたら、 自分の 心 を 夢の やうに 鎖 ざして 居 

なぞ と で *1 こ- 'ろと 

る 謎 を 解く ことが 出來 るかと、 それの みに 心 を 奪ら 

ある しむら おな こ 、ろ あと さき ふた リ 

れて 歩いた。 志 村 も 同じ 心、 後に なり 先にな り、 二人 

ある ゐ とき... it- ろばう こし お えんぴつ 

で 歩いて 居る と、 時々 は 路傍に 腰を下ろして 鉛筆の 

しゃせい こゝろ かれ た われ た われ ふで 

寫生を 試 み、 彼が 起たず ば 我 も 起たず、 我 筆 を やめず 

かれ や い ふう おも とき た おど 

んば彼 も 止めない と 云 ふ 風で、 思 はず 時が 經ち、 驚ろ 

ふたり つぎ リ かけあし と 

いて 二人とも、 次の 一里 を龃 足で 飛んだ こと もあった。 



じらい すね ん しむ ら ゆ^ ちゅうが く かう し りぞ そんらく 

爾來數 年、 志 村 は 故 ありて 中學校 を 退い て 村落に 

かへ じぶん くに さ とうき やう いうが く 

歸り、 自分 は國を 去って 東京に 遊學 する こと、 なり、 

ふたり あ ひだ おんしん たち ま 

いつしか 二人の 間に は 音信 も なくなって、 忽ち 又 四 

た とうき やう で 

五 年 〔# ルビ 抜け は ママ U 經 つてし まった。 東京に 出 

じぶん ゑお も ゑ みづか か 

てから、 自分 は 畫を思 ひ つ 、 も畫を 自 ら 書かな くな リ 

とく わい たいか めいさく み ゎづか じぶん ゑ ごころ 

た、 V 都會の 大家の 名作 を 見て、 僅に 自分の 畫心を 

まんぞく ゐ 

滿 足さして 居た ので ある。 

ところ じぶん とき ひさ こき やう 

處が 自分の 二十の 時であった、 久しぶりで 故郷の 

そんらく かへ たく ものおき かつ じぶん もち ゑばん 

村落に 歸 つた。 宅の 物置に 曾て 自分が 持 あるいた 畫板 

あ み どうじ しむら 

が 有った の 〔# (を 脱力) の 注記〕 見つけ、 同時に 志 村の 

おも さっそく ひと き み おどろ 

こと を 思 ひだした ので、 早速 人に 聞いて 見る と、 驚く 



まいこと か、 彼 は 十七の 歳 病死した とのこと である。 

じぶん ひさ ゑばん えんぴつ ひつ さ いへ で 

自分 は 久しぶりで 畫 板と 鉛筆 を 提 げて家 を 出た。 

こき やう ふうけい もと とほ しか じぶん もはや いぜん 

故郷の 風景 は舊の 通りで ある、 然し 自分 は 最早 以前の 

せう ねん じぶん いくつ とし ま 

少年で はない、 自分 はた ゾ幾歳 かの 年 を 増した ばかり 

かう ふかう じんせい もんだい せいし 

でな く、 幸か不幸か、 人生の 問題に なやまされ、 生死 

もんだい ふかい ひと しぜん たい いぜん こ、 ろ 

の 問題に 深入りし、 等しく 自然に 對 しても 以前の 心 

まった おもむき かゐ い がた あんしう 

に は 全く 趣 を變 へて 居た ので ある。 言 ひ 難き 暗愁 

しばらく じぶん やす 

は 暫時 も 自分 を 安め な い。 

とき なつ もなか じぶん ゑばん ひつ さ 

時 は 夏の 最中 自分 はた >畫 板 を 提げた とい ふば か 

なに か み き ひと 

り、 何 を 書いて 見る 氣 にもな らん、 獨り ぶら/ \と 

のず ゑ で かつ しむら とも よ しゃせ い で のず ゑ 

野末に 出た。 曾て 志 村と 共に 能く 寫 生に 出た 野末に。 



やみ よろこ ひかり かなしみ むぎわら ばう ひさし 

闇に も歡び あり、 光に も悲 あり 麥藁帽 の廂を 

かたむ かなた を か こなた はやし のぞ 

傾けて、 彼方の 丘、 此方の 林 を 望めば、 まじ/ \ と 

て ひ か > や まば けしき じぶん おも 

照る 日に 輝いて 眩 ゆきば かりの 景色。 自分 は 思 はず 

泣いた。 
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